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2022-2023SAJ会員登録等について（お知らせ） 

 

拝啓 時下益々ご清栄のことと拝察申し上げます。 

 さて、2022-2023SAJ 会員登録等について、一部登録料の変更など含め通知

がありましたので下記の通りご案内申し上げます。 

尚、登録に関する詳しいマニュアルや SAT名簿については例年通り７月下旬に

ご送付申し上げる予定です。 

敬具 

 

記 

 

【登録スケジュール】 

 ・事前競技者登録 

2022年 6月 1日（水）～6月 21日（火）13：00 

 ・SAJ会員登録 

  2022年 8月 1日（月）10：00～2023年 5月 12日（予定） 

・SAJ/FIS競技者登録（割増無し） 

  2022年 8月 1日（月）10：00～9月 10日（土）16：00 

・SAJ/FIS競技者登録（割増） 

  2022年 9月 10日（土）16：00～2023年 5月 12日（予定） 

 

【登録料の変更】 

 ・教育資格（指導員、検定員、パトロール）の年次登録料が 1,000 円→1,500

円に変更されました。 

    

※教育本部オフィシャルブックは、次年度から、出版会社で書籍として制作すること

はやめ、SAJが制作し、誌面と Web で配信することになりました。年次登録料を見
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直した理由は、この教育本部オフィシャルブックの制作費用を捻出する必要があった

ためです。有資格者の立場からみて、 

①オフィシャルブックの購入不要 

② 研修会理論の e ラーニング導入によるメリット 

・屋内の集合研修は必要なくなるので指定された日時に会場に行かなくてよい 

・空いた時間に理論研修が視聴できる 

・雪上研修のみで資格の研修受講が更新できる 

など、今改正により、有資格者の方にとって上記のメリットがあると考えます。（SAJ） 

 

【SAJ会員証について】 

  2023年度は従来通り紙の会員証と電子会員証の併用となります。 

2024年度からは電子会員証で運用させていただく予定です。 

※このためシクミネットマイページの顔写真データは、ヘルメットやゴーグル等をは

ずした本人と分かるものでのアップロードをできるだけお願い致します。 

 

【過年度登録者に係る資格再認定について】 

  従来、登録漏れ期間が１年間であった場合に、資格再認定料 10,000円で喪

失した資格を再認定する制度が、期間が 5年以内、資格再認定料は期間に応

じて下記の通り改正されました。 

 ・資格を喪失した年度から 1年以内の場合、1資格につき 10,000円 

・資格を喪失した年度から 2年以内の場合、1資格につき 17,000円 

・資格を喪失した年度から 3年以内の場合、1資格につき 24,000円 

・資格を喪失した年度から 4年以内の場合、1資格につき 31,000円 

・資格を喪失した年度から 5年以内の場合、1資格につき 38,000円 

 

以上 

 

《補足： ～事前競技者登録された方へ～ 》 

去る 2022年 5月 28日（土）シクミネット説明会でご案内いたしました通り、8月

より都連独自の改修されたシステムが稼働し、SAJ登録会員の「SAT会員登録料」

「SAJ有資格者のSAT年次登録料」がSAJ会員登録時に決済できるようになります。 

6月の事前競技者登録をされた方については、改修システムの稼働前のため、この部

分については未決済でありますので、8月以降に都連からシクミネットを通じて事前

競技者登録をされた各会員様へ直接請求をたてさせていただく予定であることを申し

添えさせていただきます。 




